
SDGsの達成に向けて

　JR東日本グループは、お客さまの日常生活と広くかかわりあいを持ち、地域や社会に不可欠な事業を営んで
います。
　このように公益的な使命を担う企業として、ESG経営を実践し、事業を通じて社会的な課題の解決に取り組
み、地域社会の発展に貢献します。具体的には、「安全」が経営のトッププライオリティであることをグループ共通
の理念として掲げ、すべての事業の基盤であるステークホルダーの皆さまからの「信頼」を高めるとともに、「ヒト

（すべての人）の生活における『豊かさ』を起点とした社会への新たな価値の提供」に向け日々の挑戦を続けて
いくことで、「持続可能な社会」とグループの持続的な成長を実現していきます。
　私たちが「変革2027」で創造する価値を通じて、ＳＤＧｓに掲げられた17の目標について、特に私たちJR東日
本グループの強みを活かせる「9.産業と技術革新の基盤をつくろう」「11.住み続けられるまちづくりを」のほか

「7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに」「8.働きがいも 経済成長も」や「5.ジェンダー平等を実現しよう」
「12.つくる責任 つかう責任」などの実現に力を注いでいきます。

ESG経営の実践

「変革2027」で創造する価値

事業を通じて社会的な課題の解決に取り組む
Environment
・地球温暖化の防止
・エネルギーの多様化

Social
・サービス品質のさらなる進化
・社会的な課題への対応
・地方創生
・文化活動への支援

Governance
・「究極の安全」の追求
・リスクマネジメントのレベルアップ
・コンプライアンスの強化

JR東日本グループのすべての基盤で
あるお客さまや地域の皆さまからの
「信頼」をより一層確固たるものとする

信頼
あらゆる事業活動を通じてすべての人の
「心豊かな生活」と地域社会の持続的な
発展を実現する

豊かさ

　2027年頃までの経営環境の変化を見据え、グループ一体で新たな成長戦略に挑戦するため、グループ経営ビ
ジョン「変革2027」を2018年７月に公表しました。「変革2027」を推進し、「鉄道インフラ起点」から「ヒト（すべての
人）起点」へと転換し、都市や地方、世界を舞台に、“信頼”と“豊かさ”という価値を創造していきます。

JR東日本グループ 経営ビジョン「変革2027」

変革2027の基本方針

変革2027の全体像

①人口減少、少子化、高齢化などの社会構造の大きな変化・多様化
②働き方、豊かさなどに対する価値観の変化・多様化

■「鉄道のインフラ等を起点としたサービス提供」から「ヒト（すべての人）の生活における『豊かさ』を起点とした社会への
　 新たな価値の提供」へと「価値創造ストーリー」を転換していく。

③ＡＩやＩｏＴなどの技術革新がひき起こす生活環境の変化
④経済・社会のグローバル化に伴う新たな価値観の受容

鉄道のインフラや技術・知見

鉄道の進化を通じた
サービスのレベルアップ

鉄道の再生・復権

起点

転換

会社発足から30年間 これからの10年間

ヒトが生活するうえでの「豊かさ」

重層的で“リアル”なネットワークと交流の
拠点となる駅等を活かし、外部の技術・知見を

組み合わせてサービスを創造

経営環境の変化を先取りした
新たな価値を社会に提供

起点

くらしづくり・まちづくり
Ｓｕｉｃａの共通基盤化

データ分析等による
新たなサービスの提供

「シームレスな移動」
の実現

輸送サービス変革
観光振興

地域産業活性化

お客さまのより近くでの創意発揮
活躍フィールドの拡大

仕事の高度化

国際事業の
ビジネスモデル構築

地方を
豊かに

都市を
快適に

世界を
舞台に

創造する
価値起点

“豊かさ”

ヒト

“信頼”

フォーカス
ポイント

生活

安全

グループ理念の実現に向けた主な取組み

■ 「ヒト（すべての人）」を起点に「安全」「生活」「社員・家族の幸福」にフォーカスし、都市と地方、そして世界を舞台に、
　“信頼”と“豊かさ”という価値を創造していく。

社員・家族
の幸福

日本の
世界の
お客さま

社員と
その家族

地域の
皆さま

リスクマネジメント、コンプライアンス徹底
「究極の安全」の追求
サービス品質改革
地域社会への貢献
地球温暖化防止・エネルギー多様化

技術・ノウハウ移転
ＥＳＧ経営

※ESG・・・Environment（環境）、Social（社会）、Governance（企業統治）の頭文字をとったもので、企業の持続的成長のための重要な要素

　「変革2027」達成に向けて、各事業・分野における中期計画等により、「到達点」を定め、当該年度の到達点と施策
を明確にし、各年度ごとに到達状況等をトレース・公表し、具体的に取り組んでいます。

グループ経営ビジョン「変革2027」達成に向けて

グループ経営ビジョン「変革2027」の達成にむけた事業計画等
グループ経営ビジョン「変革2027」

グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画 グループ年次計画

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 （年度）

サービス品質改革中期ビジョン2020

反映 反映 反映 反映 反映 反映 反映 反映反映

グループ安全計画2023

技術革新中長期ビジョン
生活サービス事業成長ビジョン（NEXT10）

健康経営中期ビジョン2023
IT・Suica、ネットワーク、国際事業などに関する各戦略

反映

安全計画
2018

JR東日本グループは、2030年までの国際目標「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を視野に入れ
事業を通して社会的な課題の解決に取り組み、地域社会の持続的な発展にコミットします。
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